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研究分野：日本近現代史、日朝・日中関係史

科研費の分科・細目：史学・日本史

キーワード：日中戦争、中国東北農民、日本人｢開拓団｣、残留帰国者、戦後開拓

１．研究計画の概要
北海道関係の「満洲開拓団」情報として、

1994 年の科研費・萌芽的研究で得た日本側
関係者データと、2000～2004 年の北海道開
拓記念館の北方文化共同研究事業で得た中
国側データをもとに、日中共同の現地調査を
計画した。事前に、中国側として黒竜江省、
吉林省の両社会科学院研究者に、日本側とし
て山形大学、北海道大学の研究者に、それぞ
れ参加可能かを打診し、内諾をえた。

現地調査の計画は、詳細情報のあった黒竜
江省の寧安市鏡泊湖の第一次義勇隊開拓団
と、阿城市近郊の八紘開拓団についておこな
うこととした。他のメンバーは、文献調査を
中心として、満洲拓殖公社関係の土地収用や
北海道出身の実験農家のほか、それぞれの関
心ある課題について調査することとした。

２．研究の進捗状況
2006 年、日本側メンバーとして、山形大

学人文学部の劉含発博士、北海道大学大学院
文学研究科の白木澤旭児教授、北海道開拓記
念館の三浦泰之研究員、北海道大学大学院文
学研究科博士課程の胡慧君、同経済学部研究
科博士課程の湯山英子の 6 名（翌年、札幌医
科大学医学部講師の竹野学も）に、中国側メ
ンバーとして、黒竜江省社会科学院歴史研究
所の辛培林（08 年に同東北亜研究所の杜頴副
研究員も）、吉林省社会科学院東北淪陥十四
年史編委会の孫継武、孫継英、李茂傑、鄭敏
の 5 研究員（08 年に同満鉄資料館の孫ﾄﾝ副研
究館員も）に依頼し、参加いただいた。

2007 年、中国側研究者 5 名を山形、北海
道に招聘して調査。
黒竜江省寧安市鏡泊湖の旧学園、義勇隊訓練

所、同開拓団の現地漢族 10 人程度に取材。
2008 年、中国側の若手研究者 2 名を山形

北海道に招聘して調査。
黒竜江省阿城市の旧八紘開拓団現地の漢族
10 人程度に取材。

３．現在までの達成度
2007･2008 年の現地調査記録の原稿起こ

し委託を終了、内容チェックと報告原稿化は
着手中。引揚者、残留帰国者の調査は、継続
中。中国側研究者 5名の研究報告原稿を入手、
翻訳委託中。日本側メンバー6 名の原稿は 11
月締め切りの予定。

４．今後の研究の推進方策
9 月に、長春市の吉林省社会科学院満鉄資

料館、および哈爾浜市内での文献調査をする
ほかは、以下の報告書作成作業の予定。

研究成果報告書の構成（案）
１．調査報告
・鏡泊学園、義勇隊訓練所、同開拓団に関

する現地調査記録
・阿城・八紘開拓団に関する現地調査記録
・八紘開拓団ほか「満洲」引揚者、残留国

者の調査記録
２．研究報告
・日中関係者の証言から見た「開拓団」の

姿
・研究報告（中国側 5 名、日本側６名）
･ 日中共同研究の総括

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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